
SnapMirrorアクティブ同期
Enterprise applications
NetApp
May 03, 2024

This PDF was generated from https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap-apps-dbs/oracle/oracle-dr-smbc-
architecture.html on May 03, 2024. Always check docs.netapp.com for the latest.



目次

SnapMirrorアクティブ同期 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  1

SnapMirrorアクティブ同期ありのOracleデータベース . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  1

SnapMirror Active Syncを使用したOracleデータベースのフェイルオーバー . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  2

シングルインスタンスのOracleデータベースとSnapMirrorアクティブ同期. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  4

Oracle RACとSnapMirrorのアクティブな同期 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  5

OracleデータベースとSnapMirrorのアクティブな同期が失敗した場合 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  6



SnapMirrorアクティブ同期

SnapMirrorアクティブ同期ありのOracleデータベース

SnapMirrorアクティブ同期により、個 々 のOracleデータベースおよびアプリケーション
環境に対して、選択的なRPO=0同期ミラーリングが可能になります。

SnapMirrorアクティブ同期は、SAN向けに強化されたSnapMirror機能です。これにより、ホストは、LUNをホ
ストしているシステムとレプリカをホストしているシステムの両方からLUNにアクセスできます。

SnapMirror Active SyncとSnapMirror Syncはレプリケーションエンジンを共有しますが、SnapMirror Active

Syncには、エンタープライズアプリケーションに対する透過的なアプリケーションフェイルオーバーやフェ
イルバックなどの追加機能が含まれています。

実際には、個 々 のワークロードに対して選択的かつきめ細かなRPO=0の同期レプリケーションを有効にする
ことで、MetroClusterのきめ細かなバージョンと同様に機能します。下位レベルのパスの動作はMetroCluster

とは大きく異なりますが、ホスト側から見た結果はほぼ同じです。

パスアクセス

SnapMirrorをアクティブに同期すると、プライマリとリモートの両方のストレージアレイから、ホストオペレ
ーティングシステムからストレージデバイスを認識できるようになります。パスは、ストレージシステムとホ
ストの間の最適なパスを特定するための業界標準プロトコルであるAsymmetric Logical Unit Access（ALUA；
非対称論理ユニットアクセス）を通じて管理されます。

I/Oへのアクセスに最も短いデバイスパスはアクティブ/最適パスとみなされ、残りのパスはアクティブ/非最適
パスとみなされます。

SnapMirrorアクティブ同期関係は、異なるクラスタにあるSVMのペア間で確立されます。どちらのSVMもデ
ータを提供できますが、ALUAは、LUNが配置されているドライブの所有権を現在持っているSVMを優先的に
使用します。リモートSVMへのIOは、SnapMirrorのアクティブな同期インターコネクトを使用して経由でプ
ロキシされます。

同期レプリケーション

通常の運用では、1つの例外を除き、リモートコピーは常にRPO=0の同期レプリカです。データをレプリケー
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トできない場合、SnapMirrorのアクティブな同期により、データをレプリケートしてIOの提供を再開する必要
がなくなります。このオプションは、レプリケーションリンクの損失がほぼ災害になると考えているお客様
や、データをレプリケートできないときに業務の停止を望まないお客様に適しています。

ストレージハードウェア

他のストレージディザスタリカバリソリューションとは異なり、SnapMirrorアクティブ同期は非対称プラット
フォームの柔軟性を提供します。各サイトのハードウェアが同一である必要はありません。この機能を使用す
ると、SnapMirrorアクティブ同期をサポートするために使用するハードウェアのサイズを適正化できます。リ
モートストレージシステムは、本番環境のワークロードを完全にサポートする必要がある場合はプライマリサ
イトと同一にすることができますが、災害によってI/Oが減少した場合は、リモートサイトの小規模システム
よりも対費用効果が高くなります。

ONTAPメディエーター

ONTAPメディエーターは、NetAppサポートからダウンロードするソフトウェアアプリケーションで
す。Mediatorは、プライマリサイトとリモートサイトの両方のストレージクラスタのフェイルオーバー処理を
自動化します。オンプレミスまたはクラウドでホストされた小規模な仮想マシン（VM）に導入できます。設
定後は、両方のサイトのフェイルオーバーシナリオを監視するための第3のサイトとして機能します。

SnapMirror Active Syncを使用したOracleデータベースのフェ
イルオーバー

SnapMirrorのアクティブな同期でOracleデータベースをホストする主な理由は、計画的
ストレージイベントと計画外ストレージイベントの発生時に透過的なフェイルオーバー
を実現するためです。

SnapMirror Active Syncでは、計画的フェイルオーバーと計画外フェイルオーバーの2種類のストレージフェイ
ルオーバー処理がサポートされます。どちらの処理も多少異なります。計画的フェイルオーバーは、リモート
サイトへの迅速なスイッチオーバーのために管理者が手動で開始し、計画外フェイルオーバーは3番目のサイ
トのメディエーターによって自動的に開始されます。計画的フェイルオーバーの主な目的は、パッチ適用とア
ップグレードの差分実行、ディザスタリカバリテストの実行、または完全なアクティブ同期機能を実証するた
めのサイト間の運用の切り替えという正式なポリシーの採用です。

次の図は、通常、フェイルオーバー、フェイルバックの各処理中に何が発生するかを示しています。わかりや
すいように、レプリケートされたLUNを表しています。実際のSnapMirrorアクティブ同期構成では、レプリケ
ーションはボリュームに基づいて行われます。各ボリュームには1つ以上のLUNが含まれていますが、わかり
やすくするためにボリュームレイヤは削除されています。

通常運用時

通常の操作では、ローカルレプリカまたはリモートレプリカからLUNにアクセスできます。赤い線はALUAに
よってアドバタイズされる最適パスを示し、そのパスにIOが優先的に送信されることになります。

緑の線はアクティブなパスですが、そのパスのIOをSnapMirrorのアクティブな同期パス経由で渡す必要がある
ため、レイテンシが高くなります。追加のレイテンシは、SnapMirrorアクティブ同期に使用されるサイト間の
インターコネクトの速度によって異なります。
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失敗

計画的フェイルオーバーまたは計画外フェイルオーバーのためにアクティブなミラーコピーを使用できなくな
った場合は、明らかに使用できなくなります。ただし、リモートシステムには同期レプリカがあり、リモート
サイトへのSANパスはすでに存在します。リモートシステムは、そのLUNのIOを処理できます。

フェイルオーバー

フェイルオーバーを実行すると、リモートコピーがアクティブコピーになります。パスが[Active]か
ら[Active]/[Optimized]に変更され、IOは引き続きデータ損失なしで処理されます。
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修復する

ソースシステムが稼働状態に戻ると、SnapMirrorアクティブ同期はレプリケーションを再同期できますが、逆
方向に実行されます。現在の構成は、アクティブミラーサイトが反転されている点を除き、基本的には開始点
と同じです。

フェイルバック

必要に応じて、管理者はフェイルバックを実行し、LUNのアクティブコピーを元のコントローラに戻すことが
できます。

シングルインスタンスのOracleデータベースとSnapMirrorアク
ティブ同期

次の図は、Oracleデータベースのプライマリストレージクラスタとリモートストレージ
クラスタの両方からストレージデバイスをゾーニングまたは接続するシンプルな導入モ
デルを示しています。

Oracleはプライマリにのみ設定されます。このモデルは、ストレージ側で災害が発生した場合にシームレスな
ストレージフェイルオーバーに対応し、アプリケーションのダウンタイムを発生させることなくデータの損失
をゼロにします。ただし、このモデルでは、サイト障害時のデータベース環境の高可用性を実現できません。
このタイプのアーキテクチャは、データ損失ゼロの解決策でストレージサービスの高可用性を実現したいが、
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データベースクラスタが完全に失われた場合には手動での作業が必要である場合に便利です。

このアプローチでは、Oracleのライセンスコストも削減できます。リモートサイトでOracleデータベースノー
ドを事前に設定するには、ほとんどのOracleライセンス契約に基づいてすべてのコアがライセンスされている
必要があります。Oracleデータベースサーバのインストールと、稼働しているデータコピーのマウントにかか
る時間が原因で遅延が発生しても問題ない場合は、コスト効率に優れた設計にすることができます。

Oracle RACとSnapMirrorのアクティブな同期

SnapMirror Active Syncを使用すると、ロードバランシングや個 々 のアプリケーション
のフェイルオーバーなど、データセットのレプリケーションをきめ細かく制御できま
す。アーキテクチャ全体は拡張RACクラスタのように見えますが、一部のデータベース
は特定のサイト専用で、全体の負荷は分散されます。

たとえば、6つのデータベースを個別にホストするOracle RACクラスタを構築できます。3つのデータベース
のストレージは主にサイトAでホストされ、残りの3つのデータベースのストレージはサイトBでホストされま
す。この構成により、クロスサイトトラフィックが最小限に抑えられ、可能な限り最高のパフォーマンスが保
証されます。また、ストレージシステムに対してローカルなデータベースインスタンスをアクティブパスで使
用するようにアプリケーションを設定します。これにより、RACインターコネクトトラフィックが最小限に
抑えられます。最後に、この全体的な設計により、すべてのコンピューティングリソースが均等に使用されま
す。ワークロードの変化に応じて、データベースをサイト間で選択的にフェイルバックして、ロードが均一に
なるようにすることができます。

きめ細かさを除けば、SnapMirror Active Syncareを使用するOracle RACの基本原則とオプションは
"MetroCluster上のOracle RAC"
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OracleデータベースとSnapMirrorのアクティブな同期が失敗し
た場合

SnapMirror Active Sync（SM-AS）で障害が発生した場合は、それぞれ結果が異なりま
す。

シナリオ（ Scenario ） 結果

レプリケーションリンク障害 Mediatorはこのスプリットブレインシナリオを認識
し、マスターコピーを保持するノードでI/Oを再開し
ます。サイト間の接続がオンラインに戻ると、代替サ
イトで自動再同期が実行されます。

プライマリサイトストレージの障害 自動計画外フェイルオーバーはMediatorによって開始
されます。

I/Oの中断はありません。

リモートサイトのストレージ障害 I/Oの中断はありません。ネットワークが原因で一時
的に停止し、同期レプリケーションが中断され、マス
ターがI/O処理を継続する正当な所有者であることが
確認されます（コンセンサス）。そのため、数秒
間I/Oが一時停止してから、I/Oが再開されます。

サイトがオンラインの場合は自動再同期が実行されま
す。

MediatorまたはMediatorとストレージアレイの間のリ
ンクの停止

I/Oは継続してリモートクラスタとの同期が維持され
ますが、Mediatorがないと、計画外フェイルオーバー
や自動フェイルバックは実行できません。

HAクラスタ内の一方のストレージコントローラの停
止

HAクラスタのパートナーノードでテイクオーバー
（NDO）が試行されます。テイクオーバーに失敗す
ると、Mediatorはストレージの両方のノードが停止し
ていることを認識し、リモートクラスタへの自動計画
外フェイルオーバーを実行します。

ディスクノテイシ IOは、連続して3つのディスク障害が発生しても継続
されます。これはRAID-TECの一部です。

一般的な環境でサイト全体が停止する 障害が発生したサイトのサーバは、明らかに使用でき
なくなります。クラスタリングをサポートするアプリ
ケーションは、両方のサイトで実行し、代替サイトで
処理を継続するように設定できます。ただし、ほとん
どのアプリケーションでは、SM-ASでメディエータ
ーが必要な場合と同様の第3のサイトTiebreakerが必
要です。

アプリケーションレベルのクラスタがない場合は、サ
バイバーサイトでアプリケーションを起動する必要が
あります。これは可用性に影響しますが、RPO=0は
維持されます。データが失われることはありません。
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